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目黒には長い歴史の中で育まれてきた、さまざまな物語があります。江戸時代の将軍家によ
る鷹狩りや、明治に設置された練兵場や競馬場など、「鷹」と「馬」の記憶は、地域の歴史と深く
結び付いてきました。今号では鷹と馬を手掛かりに、身近な地名やまち並みをたどり豊かな
歴史をじっくりとひも解きます。私たちのまちの新たな一面を発見してみませんか。

8広報広聴課（t5722-9486、f5722-8674）
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目黒の

徳川将軍家・鷹狩りの場として
確立された目黒

1603-1868 年 江戸時代

茶屋坂に残る鷹の記憶と
さんま落語の物語

徳川将軍家の鷹狩り

瀧泉寺「鷹居（たかす
え）の松」の碑

将軍家の鷹狩りが盛んだったころ、富士山の眺めが良い「茶屋坂」周
辺は休憩場所として大いににぎわいました。ここにあった「爺 （々じじ）
が茶屋」に、鷹狩りに訪れた徳川将軍がたびたび立ち寄ったとされて
います。家光が店主の素朴な人柄を愛し「爺（じい）、爺」と親しく呼ん
だことが名前の由来。この茶屋での出来事がモデルとなって生まれた
のが古典落語「目黒のさんま」で、ユーモアあふれる物語として今に語
り継がれています。実際には将軍がさんまを食べた記録はありません
が、庶民の味を愛する殿様の姿は広く親しまれ、現在も「目黒のさんま
祭」などを通じて、地域を代表する大切な歴史文化となっています。

めぐろの

歴史物語

特集

THE MEGURO Story

家光の愛鷹が行方不明に
なり、当寺の僧に祈らせた
ところ、たちまち鷹は境内
の松の枝に戻ってきたと
いわれています。

昭和3年ごろの目黒競馬場。二輪
の小車を引き、歩く速さで競うト
ローチングレース（繋駕〈けいが〉
速歩競走）の馬。茶屋坂の

記憶

江戸時代の目黒一帯は、徳川将軍家の鷹狩りが行われる場所とし
て知られていました。鷹狩りは腕に乗せた鷹を放ち、野鳥を捕らえ
る狩猟です。同時に、将軍が領内を見て回り、人々の暮らしや土地の
様子を見る政治的な行事でもありました。野鳥が多く自然豊かな目
黒は鷹狩りに適し、当時の駒場野や碑文谷原などが主要な鷹場と
なったのです。三代将軍家光が鷹狩りの際に瀧泉寺（目黒不動尊）
へ立ち寄った縁で、焼失した本堂が再建されるなど、地域は幕府の
厚い保護を受けました。将軍家との深い関わりの中で発展した鷹狩
りは、目黒の歴史を語る上で欠かすことはできません。

軍隊と馬。のどかな農村から
軍馬の訓練地へ

1868-1945 年 明治～昭和前期

「駒場」は、武蔵野一帯にある「馬」にちなんだ古い地名の
一つで、馬の牧場を意味します。「駒」とは馬のことであり、
「場」は牧場を指します。現在の東京大学駒場キャンパス
周辺に広がっていた駒場野は、近代になると軍用地として
注目されました。明治30年にその南側に広大な駒沢練兵
場が設けられます。広さは、南北が現在の東山公園から三
宿病院、東西は東山中学校から世田谷公園辺りまで及び
ました。東山の急坂では、数頭の馬に大砲を引かせて上り
下りする厳しい訓練が行われ、人にも馬にも過酷だったと
いいます。

まちに残る馬の歴史を訪ねて
芦毛塚

目黒デジタルアーカイブ100では、「目黒の風景」や「めぐろデジタルミュージ
アム」で区に関する過去の写真・歴史資料を掲載しています。また、目黒の歴史
については、区w「めぐろの歴史」などでも公開中です。ぜひご覧ください。

2026 年 現代

競馬と大衆娯楽
1907-1933年 明治～昭和初期

明治40年、現在の下目黒付近に目黒競馬場が開設
され、レース開催日には多くの人でにぎわいました。
軍馬改良の流れを背景に始まった競馬は、当時とし
ては新しい大衆娯楽として注目を集めます。昭和7
年には第1回日本ダービーが開催されましたが、宅
地化の進行などにより翌年の第2回日本ダービー
を最後に、府中町（現府中市）の東京競馬場へ移転。
現在は「元競馬場」という交差点や「元競馬場前」と
いうバス停が残り、下目黒の住宅街にはコース外周
カーブの名残を感じる道も見ることができます。

鎌倉時代に源頼朝の芦毛の愛馬が蛇崩川
で倒れ、供養のために築かれたとされる
塚。世田谷区との境にある道路中央に、記
念碑があります。

駒沢練兵場

目黒競馬場

元競馬南泉公園
元競馬南泉公園は、かつて目黒競馬場が
あった場所の一部です。競馬場のコースを
モチーフとした楕円形の広場が3つレイア
ウトされている公園です。

馬頭観音
本来は人を救う観音様ですが、馬を救い供
養する信仰に変化。その姿は頭上に馬の頭
を置き、怒りの表情をしており、区内では十
数体確認されています。

トウルヌソル像
「元競馬場」の交差点付近にある記念碑で
す。馬像のモデルは第1回日本ダービーの
優勝馬の父馬。第50回の日本ダービーを
記念して設置されました。

めぐろの歴史
目黒デジタル
アーカイブ
100

歴史を訪ねて

「江戸名勝図会 駒場野」
歌川広重

歌川広重の描いた浮世絵
には、当時の目黒に広がる
自然豊かな風景や、鷹狩り
の様子が描かれています。

碑文谷公園

碑文谷公園の弁天池は、
江戸時代は現在よりも
大きく、野鳥も豊富だっ
たことから、この一帯は
将軍の鷹狩りの場所とし
て重宝されていました。

鷹番の地名

「鷹番」という地名
は、鷹狩りを管理・監
視した「鷹場番所」
が置かれたことが由
来とされています。

歴史を訪ねて
目黒のさんま

もっと知りたい
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